
ピ ッチれんた

エ 発熱量 7，200 カロリ ー 以上。

オ ピッチはコ ー ノレタ ー ノレより造りたるものにして水分 ・ 灰

分;11<に 0.5% 以 F，揮発分 60 % 以下たるものとす。 ピッチの添

加最は 10 % 以下。

(2) 現行仕機器

ア 精選した原料を用いその配合割合の慨略を明示するもの

とする。

イ マセック型または卵型もしくはこれに類似した型を有し，

堅1決ち密で約 50g の均等な重さを有するものとす。

ウ 燃焼中破猿することな くまたクリ γ カ - (*ホ平・コム

を含む)を発生しではならない。

エ 1走車1ft込および陸揚の際粉炭(縦目ふるい 20mm 以下を

いう)を含まないものとする。ただし自然の湿潤によって付着

した粉はこのかぎりでない。

オ If-l極および乙種の 2 種鎖とし， 1'13flfiはこれを特号および

第 l 勾から第 4 号まで区分する。1f.般の ~i皮 ・ 発熱iB:および化

学成分はつぎの範囲とする。ただし乙樋は，その純殴1 I対におい

て別に指定する(以下省略)。

2 需給状況

紋l!Rは当初昭和 3 年に 1 ，200 t の使用で， 今次大戦前の昭和

16 年は 317 ，000 t の使用があった。石炭に比し 5-7 % のメリッ

ト 差があ り ，使用の点では石炭より優位であるこ とがわかるに

つれ需要は治加した。難点は石炭より{凶絡の点で高価なことで

あった。戦争中は制約を受け供給は大闘に低下したことはすで

にのべたとおりである。戦後産業界の安定に伴ない石炭，ピッ

チの統制は廃止され，事I!炭の生産も侃製のよ，VI大を反映して順調

に進んだ。!凶絡についても昭和 28 年以降同 cal 石炭の坑所側

絡と間値を建前として購入したので購入!日Ii絡は下り，したがっ

て数批も増加1し需給関係はいちじるしく好転した。しかし需要

に応じた供給は他の点で制約を受けて十分まかなうことは不可

能であった。 すなわちピッチ練炭の粕給高1) として欠くべからざ

るピッチの生産は常に鉄鋼，ガスの生産いかんに依存し，ピッ

チ生復いかんはピッチ練炭製造の死命を制する観がある。最近

の状況はピッチの生産量は相当地加し年間約 24 万 t 程度にな

ったので，粘結剤としての需給はほぼみたしうる状態となって

いるが，その生産は鉄鋼， ガスの生産に依存するところから常

に不安定な状態におかれている。最近国鉄ピッチ斜!炭の需給は

下記のとおりである。

需要 供給

29 年上期j 507,720 t 477,200 t 

29 "下" 719,150 663,130 

30 "上" 659,600 651 ,400 

30 "下" 717,700 659,400 

31 "上" 727,100 669,200 

31 "下" 735,500 728,900 

3 調 達

ピッチ練炭は国鉄としては中央調達品である。国鉄用石炭は

その峨入数量ならびにliIIî絡が図鉄経営はもちろん国内市湯への

影響大なるものがあり，その重姿性にかんがみ古くから中央調

達品となっている。 これに準じ練炭についてもその主体は石炭

であり，その購入価絡は石炭の価格によって決定されるので中

央調達品とした。

準備方法は運転用， 運転整備用，人~~保火HH是は(石炭事I!段と

もに)運転局長と資材局長協議の上準備計画を行うもので，こ

の点が他物品と異なるところである。このほかの雑用炭は一般

の物品問機準備要求書による。

紛!段の峨合は迎転用として購入するのであるから，迦』転局長

と資材局長と協級の上決定した数量について購入する。

調述方法についてはこれを歴史的に 4 段階に分けることがで

きる。第 1 は随意契約l時代， 第 2 は原料炭支給1時代，第 3 は公

開競争入札1時代， 首H は随意契約時代である。第 1 段階はピッ

チ鰍阪の使用開始時代で， 製造業者は特定の会社に限られてい

たので制迷もこれ等の特定の製造業者に依存せねばならなかっ

た。第 2 段階は戦後ピッチ練炭の主体である石炭が配給統制と

なったので，国鉄はピッチ練炭の原料炭を事業用石炭とともに

購入し紛l段業者に支給し，ピッチについては国鉄の発券によっ

てメーカーが購入し，国鉄はピッチ代+加工賃(ト γ当り)の単

価で購入契約をした。第 3 段階は昭和 24 年度に入って公開競

争入札制に移るとともに第 2 ・ 4 半期からは石炭 ・ ピッチの統制

も撤廃になったので， IIB和 25 年度第 1 ・ 4 半期から l 部が， 第

2 ・ 4 ~I"J切からは戦前と問機原料は全部製造者が負姐することに

な った。このJtllには従来ピッチ練炭業者は炭鉱会社かまたはそ

れと筏接な関係を有するものが大部分であったが，公IJfJ競争入

札制になって一般の練炭工場がこぞって入札に参加l し，全国の

ピッチ練炭業者が一応出そろった形で‘あった。またこのほかに

特記すべきことは，従来ピッチ練炭は石炭に比し 5-7%程度の

メリットを有していたので，購入単価についてもそのメリット

分を反映させていたが， この期において一部を同カ ロリーの石

炭と阿倍とする方針を決定した。石炭の公開競争入札制につい

ては 24 年以降数回災施されたが， 好結果を得られなかったの

で 26 年下期より随契方式に戻り，ついで練炭も 28 年度上期よ

り随梨方式に移行したが，内容的には公開競争入札制を採って

いる時とメーカーには変りなかった。現段階は随契方式により

年 2 関上 ・ 下期に分け購入しているが， ピッチならびに輸入品1\

煙政等により少なからずj拶響されることには変りない。

4 検査

事li炭における検査の対象となるものは発熱量:， iJlìt度 ， 付着粉，

震設，数:!ì上等である。発熱量については， 発地における検査の

平均値と ， 荷主也における検査の平均値をさらに平均したものに

よって決定し，その結果の不適なものについて悶則を適用する。

検査回数は月 3 回以上行うことになっているが実情は 5-7 回

くらい行っている。強度については 85 % 以上とし，不足したと

きは 1 % につき 30 門を所定の単価から値引する。付着粉につ

いては，ピッチ事I!段を納入する場合粉炭を含まないものとする。

自然の付着l5lは発地検査の場合は 3% ， ~雪地の場合は 5% の許

容がある。超過\MU合 1% につき所定の単価より値引する。数:1it

については，不足する場合不足率を所定の単価に乗じたものを

所定lliliHiより値引し，鴻引(含有水分を摘出してその制j合を求

める)を行う峨合は 4% まで許容する。以上が~/，i{の検査規程

の大体である。

検査の対象となる資料の採取方法については，石炭と問機月

3 回以上抜打的に資料を取り用品庫または用品試験湯で石炭類

試験法にもとづく精密な試験を行い，その結果契約条項，特約

条件にl照し倒貝1)を適用する。資料採取は特に注意せねばならな

い。殊に着地検査の場合は貨耳ïf，'(のため資料を採取する箇所に

より試験に影響があるので， 採取方法については相当研究せね

ばならない。たとえば付活粉については積載貨車の中段および

下段は制合に多く ， また湿分については雨天のときと n古天のと

きとは相等差異がある等の問題があるので，採取の場所・天候

等を考慮し快霊に行われねばならない。なお罰則の適用は当月

納入の全企に対して行われる。

5 配給
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